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札幌市立大学

研究・活動事例集

2023 

（本文中の役職は 2022 年度当時のものです） 

札幌市立大学はデザインと看護の２学部､２研究科､

助産学専攻科を設置し､｢人間重視｣と｢地域社会への

貢献｣を基本理念に掲げ､デザインと看護の特色を活

かした教育･研究･社会貢献活動に取り組んでいます。

本冊子は産学官金連携･地域連携等にさらに積極的に

取り組むため､多くの方々に本学教員の最新の研究活

動事例をご紹介することを目的に発行いたしました。

札幌市立大学教員の教育 ･ 研究､ 地域社会との連携

活動に関心を持っていただければ幸いです。
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02    1. デザインと看護の連携による心電図初学者のための３D（立体模型）学習教材の開発 
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 3. エゾシカの角を利用したプロダクト開発

看護学部 教授 定廣 和香子 
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― 北海道胆振東部地震発生時の調査結果から ― 

デザイン学部 教授  椎野 亜紀夫 
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デザイン学部 助教 矢久保 空遥 

14  4. リハビリテーションとしての災害復旧プロセスを支援する環境移行調査 
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AIT センター 教授 高橋 尚人 
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32  3. 共同研究 

34  4. 地域貢献（地域産学連携協力依頼） 
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Ⅰ 
 

研究交流活動 
＜2022 年度 SCU 産学官金研究交流会＞（2022 年 11 月 30 日（水）14:00〜16:20 アスティ 45 ACU-A16 階 大研修室 1614） 

 

  【カテゴリー１：看護】 

1. デザインと看護の連携による心電図初学者のための３D（立体模型）学習教材の開発  

定廣 和香子（看護学部 教授） 

  【カテゴリー２：デザイン】 

2. 大規模停電（ブラックアウト）時における都市公園の役割 

― 北海道胆振東部地震発生時の調査結果から ― 

椎野 亜紀夫（デザイン学部 教授） 

3. エゾシカの角を利用したプロダクト開発  

矢久保 空遥（デザイン学部 助教） 

4. リハビリテーションとしての災害復旧プロセスを支援する環境移行調査

坪内   健  （デザイン学部 助教） 

 【カテゴリー３：AI】 

5. 札幌市の幹線道路排雪作業の最適化  

                                                           高橋 尚人  （AIT センター 教授） 

 

ポスター・展示発表一覧 

 

― 気仙沼市小泉町地区を対象として ― 

1
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デザインと看護の連携による心電図初学者のための 3D（立体模型）学習教材の開発 

 

定廣 和香子 
 

札幌市立大学 看護学部 教授 

 

 

 

  心電図の判読能力の獲得、向上に向け、初学者が活用可能な立体模型学習教材の開発に着手した。令和 3 年度の

卒業生が作成したプロトタイプ(SHIMOZURU モデル）およびこれを基盤とし、開発中の教材のデザインを示す。 
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デザインと看護の連携による心電図初学者のための 3D（立体模型）学習教材の開発 

 

定廣 和香子 
 

札幌市立大学 看護学部 教授 

 

 

 

  心電図の判読能力の獲得、向上に向け、初学者が活用可能な立体模型学習教材の開発に着手した。令和 3 年度の

卒業生が作成したプロトタイプ(SHIMOZURU モデル）およびこれを基盤とし、開発中の教材のデザインを示す。 
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21                                                             22 

 

（（11））見見ややすすささ  

（（22））刺刺激激伝伝導導系系のの表表示示  

（（33））1122 誘誘導導のの位位置置のの表表示示  

（（44））33DD ででああるる  
（（55））扱扱いいややすすささ  

（（66））安安価価ででああるる  

  

 

 
心心電電図図判判読読能能力力  
学学習習者者はは次次のの行行動動がが可可能能ににななるる。。  
①①正正常常心心電電図図とと異異ななるる部部分分をを発発見見すするる。。  

②②心心電電図図をを順順序序良良くく読読みみ、、異異常常所所見見をを発発見見すするる。。  

③③正正常常とと異異常常のの判判断断ををすするる。。  

④④異異常常所所見見ががああっったた場場合合、、可可能能性性ががああるる診診断断名名をを列列挙挙すするる。。  

⑤⑤心心電電図図波波形形かからら心心臓臓ののどどのの部部分分にに、、どどののよよううなな異異常常がが発発生生ししてていいるるののかかをを推推測測すするる。。  

向向上上ささせせるるたためめのの条条件件  
①①正正常常心心電電図図をを理理解解すするる。。  

②②波波形形のの意意味味をを理理解解すするる。。  

③③刺刺激激伝伝導導系系をを覚覚ええるる。。  

④④1122 誘誘導導のの位位置置をを覚覚ええるる。。  

⑤⑤心心電電図図をを判判読読すするる際際のの順順序序をを身身にに付付けけるる。。  

⑥⑥活活動動電電位位、、脱脱分分極極・・再再分分極極をを理理解解すするる。。  

⑦⑦多多くくのの症症例例のの心心電電図図をを読読みみ、、練練習習すするる。。  

⑧⑧心心電電図図診診断断のの知知識識をを身身にに付付けけるる。。（（各各症症例例のの診診断断ののポポイインントト））  

前前提提ととななるる条条件件  
（（11））心心電電図図はは心心臓臓のの中中

のの電電気気伝伝導導をを波波形形ととしし

てて表表ししたたももののででああるるここ

ととをを理理解解ししてていいるる。。  

（（22））心心臓臓のの形形態態をを理理解解

ししてていいるる（（右右心心房房、、左左

心心房房、、右右心心室室、、左左心心室室

のの位位置置））。。  

 

基基本本的的知知識識  

教教

材材

がが

具具

備備

すす

べべ

きき

条条

件件  

期期待待ででききるる効効果果  

（（11））心心臓臓ににおおけけるる電電気気伝伝導導のの順順路路をを理理解解すするる。。  

（（22））1122 誘誘導導がが心心臓臓ににおおいいてて、、どどのの位位置置かからら測測定定ししてていいるるももののななののかかをを理理解解すするる。。  

（（33））刺刺激激伝伝導導のの向向ききとと誘誘導導ととのの位位置置関関係係をを考考ええ、、心心電電図図波波形形のの陽陽性性・・陰陰性性ににななるる理理由由をを理理解解ででききるる。。  

（（44））心心電電図図にに対対すするる苦苦手手意意識識をを軽軽減減すするるききっっかかけけととななるる。。  

（（55））判判読読能能力力がが向向上上すするる。。  

（（11））見見ややすすささ  

（（22））刺刺激激伝伝導導系系のの表表示示  

（（33））1122 誘誘導導のの位位置置のの表表示示  

（（44））33DD ででああるる  
（（55））扱扱いいややすすささ  

（（66））安安価価ででああるる  
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（（11））心心臓臓ににおおけけるる電電気気伝伝導導のの順順路路をを理理解解すするる。。  

（（22））1122 誘誘導導がが心心臓臓ににおおいいてて、、 かからら測測定定ししてていいるるももののななののかかをを理理解解すするる。。  

（（33））刺刺激激伝伝導導のの向向ききとと誘誘導導ととのの位位置置関関係係をを考考ええ、、心心電電図図波波形形のの陽陽性性・・陰陰性性ににななるる理理由由をを理理解解ででききるる。。  

（（44））心心電電図図にに対対すするる苦苦手手意意識識をを軽軽減減すするるききっっかかけけととななるる。。  

（（55））判判読読能能力力がが向向上上すするる。。  

（（11））見見ややすすささ  

（（22））刺刺激激伝伝導導系系のの表表示示  

（（33））1122 誘誘導導のの位位置置のの表表示示  

（（44））33DD ででああるる  
（（55））扱扱いいややすすささ  

（（66））安安価価ででああるる  

  

 

 
心心電電図図判判読読能能力力  
学学習習者者はは次次のの行行動動がが可可能能ににななるる。。  
①①正正常常心心電電図図とと異異ななるる部部分分をを発発見見すするる。。  

②②心心電電図図をを順順序序良良くく読読みみ、、異異常常所所見見をを発発見見すするる。。  

③③正正常常とと異異常常のの判判断断ををすするる。。  

④④異異常常所所見見ががああっったた場場合合、、可可能能性性ががああるる診診断断名名をを列列挙挙すするる。。  

⑤⑤心心電電図図波波形形かからら心心臓臓ののどどのの部部分分にに、、どどののよよううなな異異常常がが発発生生ししてていいるるののかかをを推推測測すするる。。  

向向上上ささせせるるたためめのの条条件件  
①①正正常常心心電電図図をを理理解解すするる。。  

②②波波形形のの意意味味をを理理解解すするる。。  

③③刺刺激激伝伝導導系系をを覚覚ええるる。。  

④④1122 誘誘導導のの位位置置をを覚覚ええるる。。  

⑤⑤心心電電図図をを判判読読すするる際際のの順順序序をを身身にに付付けけるる。。  

⑥⑥活活動動電電位位、、脱脱分分極極・・再再分分極極をを理理解解すするる。。  

⑦⑦多多くくのの症症例例のの心心電電図図をを読読みみ、、練練習習すするる。。  

⑧⑧心心電電図図診診断断のの知知識識をを身身にに付付けけるる。。（（各各症症例例のの診診断断ののポポイインントト））  

前前提提ととななるる条条件件  
（（11））心心電電図図はは心心臓臓のの中中

のの電電気気伝伝導導をを波波形形ととしし

てて表表ししたたももののででああるるここ

ととをを理理解解ししてていいるる。。  

（（22））心心臓臓のの形形態態をを理理解解

ししてていいるる（（右右心心房房、、左左

心心房房、、右右心心室室、、左左心心室室

のの位位置置））。。  
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（（11））心心臓臓ににおおけけるる電電気気伝伝導導のの順順路路をを理理解解すするる。。  

（（22））1122 誘誘導導がが心心臓臓ににおおいいてて、、 かからら測測定定ししてていいるるももののななののかかをを理理解解すするる。。  

（（33））刺刺激激伝伝導導のの向向ききとと誘誘導導ととのの位位置置関関係係をを考考ええ、、心心電電図図波波形形のの陽陽性性・・陰陰性性ににななるる理理由由をを理理解解ででききるる。。  

（（44））心心電電図図にに対対すするる苦苦手手意意識識をを軽軽減減すするるききっっかかけけととななるる。。  

（（55））判判読読能能力力がが向向上上すするる。。  
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⑧⑧心心電電図図診診断断のの知知識識をを身身にに付付けけるる。。（（各各症症例例のの診診断断ののポポイインントト））  

前前提提ととななるる条条件件  
（（11））心心電電図図はは心心臓臓のの中中

のの電電気気伝伝導導をを波波形形ととしし

てて表表ししたたももののででああるるここ

ととをを理理解解ししてていいるる。。  

（（22））心心臓臓のの形形態態をを理理解解

ししてていいるる（（右右心心房房、、左左

心心房房、、右右心心室室、、左左心心室室

のの位位置置））。。  

 

基基本本的的知知識識  

教教

材材

がが

具具

備備

すす

べべ

きき

条条

件件  

期期待待ででききるる効効果果  

（（11））心心臓臓ににおおけけるる電電気気伝伝導導のの順順路路をを理理解解すするる。。  

（（22））1122 誘誘導導がが心心臓臓ににおおいいてて、、 かからら測測定定ししてていいるるももののななののかかをを理理解解すするる。。  

（（33））刺刺激激伝伝導導のの向向ききとと誘誘導導ととのの位位置置関関係係をを考考ええ、、心心電電図図波波形形のの陽陽性性・・陰陰性性ににななるる理理由由をを理理解解ででききるる。。  

（（44））心心電電図図にに対対すするる苦苦手手意意識識をを軽軽減減すするるききっっかかけけととななるる。。  

（（55））判判読読能能力力がが向向上上すするる。。  
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大規模停電（ブラックアウト）時における都市公園の役割 
ー北海道胆振東部地震発生時の調査結果からー 

椎野 亜紀夫 

札幌市立大学 デザイン学部 教授 

本研究は北海道胆振東部地震による大規模停電時において、市民の生活用水確保のため都市公園の水道施設が利

用された実態を、周辺建物との関係から解明することを試みたものである。研究の結果、停電時に市民による水道施設

利用は 305 箇所の都市公園で確認された。また集合住宅管理者へのインタビュー調査の結果、停電時において市民が

都市公園水道施設を利用した状況を具体的に把握できた。 
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エゾシカの角を利用したプロダクト開発 
 

矢久保 空遥 
 

札幌市立大学 デザイン学部 助教 

 

 

 

  北海道水産林務部によると、エゾシカの推定生息数は令和元年度で 67 万頭といわれており、増えすぎたエゾシカによ

る樹木や田畑、交通機関への被害が加速している。このため、道では計画的な工ゾシカ対策を進めている。捕獲されたエ

ゾシカは人や愛玩動物の食用に加工されることがあるが、骨や皮、角の利用は肉と比べて活発ではない。 

そこで、エゾシカ肉を加工し販売している企業からの依頼を受けて、エゾシカ肉加工時に出る角を主材料としたプロダク

トの開発を行った。 
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リハビリテーションとしての災害復旧プロセスを支援する環境移行調査 
ー気仙沼市小泉町地区を対象としてー 
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―いきいき健康塾の継続的な実施― 
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企画部企画課長 

地域産業支援部 

事務局 
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ⅡⅡ  

展示会等の参加 

1． 第 36 回北海道技術・ビジネス交流会「ビジネス EXPO」

（2022.11.10～11.11 アクセスサッポロ） 
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第 36 回 北海道技術･ビジネス交流会「ビジネスＥＸＰＯ」 

  

2022.11.10～11.11 アクセスサッポロ 

主催：北海道技術・ビジネス交流会実行委員会（事務局 ノーステック財団） 

[北海道経済産業局、北海道、札幌市 他] 

 

 

札幌駅前地下歩行空間における避難行動 マルチエージェントシミュレーション 

 

AIT センター 教授 

 

 

(大会主催者報告より)

マで、

の問合せ先等をまとめたポスターの展示も行いました。

   
「ビジネス EXPO」本学展示ブース風景 

Title

Author

Report

Image
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ⅢⅢ  
 

地域連携・地域貢献活動 
 

 

 

 

 

１．公開講座開催 

 

２．受託研究 

 

３．共同研究 

 

４．地域貢献（地域産学連携協力依頼） 

 

５．地域連携研究センターのご案内 
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１．公開講座開催 

大学企画 公開講座 

    

 理
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3 土

   

    

    

 

ちえりあとの共催講座： 「さっぽろ市民カレッジ」連携講座 

北海道立総合研究機構との共催講座： 「知活（ちいき）ゼミナール」 

3

知活ゼミナール 2022 

「知りたいなら、見に行こう！」 

【YouTube 配信】 
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２．受託研究 

の

3     

  

３．共同研究 

8

9

    31 

）
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４．地域貢献（地域産学連携協力依頼） 

地域連携研究センターへの協力依頼一覧（2022 年度） 

5

  

グ
代表取締役  菊地　英也

  地区

合同会社ＴＴＢ 

代表社員 山根 英香 

ＮＴＴ東日本札幌病院 

院長 𠮷𠮷岡 成人 

桑園フリースクール設立準備会 

元桑園地区主任児童委員 常本 幸枝 

株式会社青々 

代表取締役 山内 將生 
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株式会社

株式会社青々 

代表取締役 山内 將生 
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２．広報さっぽろ南区版表紙デザイン事業

札幌市が毎月発行している「広報さっぽろ」の南区版ページの表紙ヘッダデザインを制作しました。
ヘッダデザインは、デザイン総合実習 1（人間情報デザインコース：2年次開講）の授業課題（南区の
ブランディングデザイン）で制作した「南区をイメージしたロゴマーク」デザインをベースとして、南
区地域振興課の審査によって人間情報デザインコース 12名の作品が選出されました。これらのヘッダ
デザインは 2022 年 5月号から 2023 年 4月号まで、それぞれ掲載されました。

３．北海道対がん協会キャラクター制作事業

公益財団法人北海道対がん協会が推
進する活動の啓発 PR効果を高めるた
め、イメージキャラクターを制作しま
した。
デザイン学部 3年生 9名が参加し、
協会による審査の結果、デザイン学部
1年北森あんさん、人間情報デザイン
コース 3年の對馬和佳奈さんの作品
が採用されました。デザインしたキャ
ラクターは、協会主催のイベントや
グッズ等で使用される予定です。

４．「料理のチカラを身に付けよう　実践編」動画の制作

南区健康・子ども課では、札幌市立大学デザイン学部の学
生と協働で、「朝ごはんを食べよう ! 」動画を制作しました。
学生ならではの視点で、同世代の若者へ向けて朝食の大切さ
をわかりやすく説明する「解説編」、料理が苦手でも、時間
がない中でも簡単に作ることができる朝食レシピを紹介した
「料理編」の 2本です。デザイン学部の演劇部デンコラのメ
ンバーが中心となって、2022 年 9月から 3ヶ月をかけて制
作しました。制作した動画は、以下で公開されています。

　札幌市公式 youtube チャンネル https://www.youtube.com/@SapporoPRD
　南区公式web サイト https://www.city.sapporo.jp/minami/kenkou/shousai/majimesi2021-douga.html

●北海道対がん協会 キャラクターデザイン
デザイン：札幌市立大学デザイン学部　對馬 和佳奈

●北海道対がん協会 キャラクターデザイン
デザイン：札幌市立大学デザイン学部　北森 あん
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５．芸術の森小学校　工作ワークショップ事業

芸術の森小学校の 5年生の総合学習の授業として、校舎の工作キットを作成し、学校のデザインに
ついての学びに繋げていく全 3回の授業を行いました。工作キットによって、切り抜く、折る、差し
込むといった基本的な操作で、平面であった 1枚の紙が立体形状なっていく、展開図の考え方やおも
しろさの学びに気づくことを目標とした授業であり、参加した児童もそれを楽しんでいる様子でした。

６．札幌市制100周年記念花電車事業

札幌市制は 2022 年 8 月 1日に 100 周年を迎え、その記念事業の一つである花電車のデザイン制作
をしました。デザイン学部 2年生 4名が参加し、その中から多田遥さんの作品が採用されました。作
品タイトルは「100 周年のさっぽろ」で、札幌の歩みを新旧市電車両で表現するとともに、モエレ沼公
園、大倉山ジャンプ競技場をモチーフとし、背景に札幌を取り巻く山並みと大通公園の鮮やかな花壇を
曲線で表現したものです。このデザインによる花電車は 2022 年 7 月 23 日〜 8月 21 日の土日祝日運
行しました。運行期間中、花電車が通ると、多くの人が足を止めて眺めたり、カメラで撮影をしました。

９．札幌市グリーティングカード制作事業

札幌市長名で国内外に送付するグリーティングカードをデザインする事業に、デザイン学部 2〜 4
年生 8名が参加しました。札幌市総務局国際部職員、国際交流員の方々による審査会が行われ、法島
梨乃さん（人間情報デザインコース 3年）の作品が採用となりました。カードには秋元市長、石川副
市長、町田副市長の署名を入れ、12 月上旬にドイツ・ミュンヘンなど海外の姉妹都市（計 155 カ国）
や在札外国公館などに向け約 400 通発送されました。また、応募された全作品は、2023 年 2月 13 〜
17 日にオーロラスクエア（さっぽろ地下街オーロラタウン）にて開催された「ワールドグリーティン
グカード展」にて市民に公開されました。
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10．第 5回いきいき健康塾

「いきいき健康塾」は、研究課題「寒冷な特別豪雪地帯の高齢者に対する健康啓発プログラムの開発」
の中で、デザイン学部教員 2 名、看護学部教員 2 名、幌加内町の保健福祉課のスタッフ 2 名を共同研
究者として 2016 年度より継続的に実施している高齢者向け健康啓発イベントです。会場の「幌加内町
保健福祉総合センターアルク」には町の 65 歳以上の高齢者 19 名の参加があり、看護学部学生 5 名が
運営に当たりました。参加者アンケートからは、これまでの「いきいき健康塾」に対する良好な結果（感
想および評価）が得られました。

11．北海道の建築展2022

札幌芸術の森美術館で開催された「北海道の建築展 2022」の展示作品の 1 つとして、建築家 故・
竹山実氏のキューブ作品をモチーフとして、屋外展示スペースにインスタレーション制作を行いました。
デザイン学部の学生（人間空間デザインコース）5 名が参加し、21 個のオブジェを用いて 25m × 15m
の空間を演出し、2022 年 7 月 1 日〜 10 月 31 日の期間、作品名【Cube Installation／竹山実の世界へ
近づこうとする試み】として展示しました。

14．地区広報芸術の森題字変更に伴う新題字デザイン依頼

芸術の森地区の広報誌「地区広報芸術の森」は、年間 3 回（3 月、6 月、
12 月）発行されていますが、地区内に子育て世代が増えてきているため、
若い人も手にとって見てくれるような広報誌とするため、題字デザイン
を改めることになりました。そこで、芸術の森地区の地図をモチーフに
したデザインや、漢字とひらがなを組み合わせ柔らかさと品格を表現し
たデザイン、葉っぱや樹々などで文字を形づくり芸術の森らしさを表現
したデザインなど複数のラフ案を基にブラッシュアップをしながら 3
案を「芸術の森地区連合会広報編集委員会」へ提案し、1 点が選定され
ました。選定された題字は「広報芸森第 54 号（2022 年 12 月 15 日発行）」
より掲載されています。
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16.冬みち便りデザインの制作事業

札幌市は市民向けに除排雪の周知活
動を行っており、南区では独自に
2015 年から南区民全戸に広報チラシ
「冬みち便り」を配布しています。今
後も更に分かりやすい広報・周知を目
指していく必要があることから、南区
民の方がより理解を深めることができ
る「冬みち便り」のデザイン案を制作
することになりました。全 4回のデ
ザインワークショップを開催し、デザ
イン学部学生 3名から「冬みち便り」
のデザイン案が提案されました。

17.北８西１地区第一種市街地再開発事業　地域全体等のネーミングの字体デザイン制作

2023 年 11 月に、住居と商業・文化施設が一体となったエリア「さつきた 8・1」が JR 札幌駅の北
側に新しく誕生します。この「さつきた 8・1」のロゴ制作にデザイン学部学生 9名が参加しました。
再開発組合「さつきた 8・1」による選考の結果、デザイン学部 4年生の小林臣綸さんの提案が採用さ
れました。当エリアの特徴を示すユニークさと字体としての分かりやすさを高次元で両立していること
が評価されました。採用ロゴは 2022 年 11 月に一般公開されました。今後は、エリアのさまざまな施
設への設置や配布物などへ使用される予定です。

20.みなづきホーム澄川館の食堂への作品展示

老人ホーム「みなづきホーム澄川館」より、入居者が見て
楽しめるような絵画等アート作品の貸出・展示についての依
頼がありました。デザイン学部の池田桃香さん（3年生）、
田川善さん（2年生）、石川翔一さん（1年生）が制作したアー
ト作品 5点を展示した結果、入居者の反応も良く、当該取
り組みは介護新聞に掲載されるなど反響がありました。依頼
者からは今後もぜひ協力いただきたいとのお声をいただいて
います。
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2500
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23．NTT東日本札幌病院診察券デザイン募集

NTT 東日本札幌病院では 2022 年に開院 100 周年を迎えたのを機に、診察券のデザインを刷新する
ことになりました。デザイン学部学生 23 名から 59 作品が集まりました。病院職員による審査で、谷
川寛奈さん（3 年）が最優秀賞、佐藤しいなさん（3 年）と駒野匡さん（2 年）が優秀賞に選出されま
した。病院のご厚意により、3 名の作品すべてが実際に採用されることになりました。患者さんは好き
なデザインを選択できるそうです。

26．都市型水族館のコミュニケーションツールとしての配布資料のデザイン制作

2023 年夏に札幌にオープンする都市型水族館 AOAO SAPPORO の、オープンに向けての協働プロ
ジェクトにデザイン学部 3 年生 6 名が参加し、新たなコミュニケーションのための提案とデザイン制
作を行いました。AOAO SAPPORO の
オープンを告知するフライヤー（チラシ）
のデザインコンペでは、デザイン学部 3
年の谷口風太さんがデザインした、札幌
の街の中の水族館をイメージしたコース
ター型のフライヤーが採用されました。
新たなタイプのフライヤーとして 2000
枚印刷し、2023 年 1 月上旬から配布を
開始しました。

27．冬の「雪あかり」イベントPRチラシの制作

南区内の各地区で開催される
「雪あかり」イベントを広報す
るチラシを制作しました。チラ
シの元デザインには、総合実習
1（人間情報デザインコース）
の授業課題（南区のブランディ
ングデザイン）で提出された学
生作品の中から、南区地域振興
課の審査により、人間情報デザ
インコース 2 年の多田遥さん
の作品が採用されました。チラ
シは 2,500 枚印刷され、南区
役所、南区内のまちづくりセン
ター、真駒内駅、地下歩行空間
などにて配布されました。

最優秀賞：谷川寛奈さん 最優秀賞：佐藤しいなさん 最優秀賞：駒野匡さん
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30．道民の179で彩る木彫りのクマ

NHK 札幌では道民のみなさんが見つけた大好きな北海道の景色やステキな思い出をテーマに描いた
クマの塗り絵や、景色の写真を募集しました。本学デザイン学部の「きほんのきのかい」では、その集
まった塗り絵や写真を使ったコラージュ木彫りクマを 2体制作しました。1体は、長いフィルム風に加
工した札幌市の風景写真でコラージュした「れらたん（アイヌ語での白、レタラより）」。もう 1体は、
写真一枚一枚を丸く切り抜き、ワインの原料であるぶどうの房に見立て帯広エリアの風景を表現した「ぶ
どうだべあ」です。作品は 2023 年 3月 17 日～ 3月 26 日に NHK札幌ロビーで展示されました。

32．鹿角を利用したアクセサリー製品の開発協力

デザイン学部 3 年生の山本明さ
ん、水井さくらさん、工藤日向さん
が、エゾ鹿の革を利用したアクセサ
リー製品デザイン、関連するロゴタ
イプのデザイン、および商品開発課
程全般の協力を行いました。キット
品として販売される予定のため、購
入したキットを「誰かのために作る」
という点に着目して、ペット用ハー
ネス、コースター、ネクタイピン、
Earpod ケース、リングピローなど
を制作しました。2023 年 5 月 31
日より、地下鉄大通駅構内の「札幌ものづくりショーケース」において一部の作品が展示されるととも
に、活動の内容はNHK「ほっとニュース北海道」でも放映されました。

34．南区の魅力をPRする啓発品制作事業

デザイン学部の学生が、札幌市南区の魅力を PRする
啓発品として、オリジナルマスクケースのデザインを制
作しました。マスクケースの元デザインには、総合実習
1（人間情報デザインコース）の授業課題（南区のブラ
ンディングデザイン）で提出された学生作品の中から、
南区地域振興課の審査により、人間情報デザインコース
2年の花田小姫さんの作品が採用されました。マスク
ケースのサイズに合わせて、授業内で作成したロゴをデ
ザインしました。また、制作物の説明を記載した商品タ
グ（名刺サイズ）も別途デザインしました。今後南区地
域振興課が主催するイベント等で市民に無料配布される
予定です。
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